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研究要旨 
タバコ煙の尿中曝露バイオマーカーである、ニコチン、コチニン、NNAL の LC-MS/MS
を用いた分析条件を検討し、高感度で精度の高い分析条件を確立した。今後、受動喫煙の

タバコ煙曝露評価に利用できると考えられる。 

 
A．研究目的 
 受動喫煙時のタバコ煙曝露レベルを評価

できる尿中バイオマーカーとして、ニコチ

ン、コチニン、4-(methylnitrosamino)-1- 
(3-pyridyl)-1-butanol (NNAL)の高感度で

精度の高い分析法を確立し、喫煙と受動喫

煙による尿中バイオマーカーを指標とした

影響評価に用いることを目的とした。 
 
B．研究方法 
 ヒト尿をβ-グルクロニダーゼ処理した

後、珪藻土カラム（SLE+、バイオタージ

ジャパン）を用いてクロロホルム抽出し

た。窒素気流下で濃縮したサンプルを LC-
MS/MS で分析した。 
 
C．結果 
 尿中ニコチン、コチニン、NNAL の検

出下限は、それぞれ 0.79 ng/mL、0.21 
ng/mL、1.85 ng/mL であり、非喫煙者の

尿に於いてもシングルピークとして検出可

能であった（図 1）。

図 1 タバコ曝露マーカーのクロマト 
 
Ｄ．考察 
ニコチン、コチニン、NNAL が、非喫煙者

の尿で検出できたことから、タバコ煙の低

濃度曝露が予測される受動喫煙の曝露評価

に利用できると考えられる。 
 
Ｇ．研究発表 
１．論文発表（本研究に関連するもの） 
  なし  

２．学会発表 
  なし 

 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
 この研究において、知的財産権に該当す

るものはなかった。 


